
店 舗さまサービスのご案内

J-Co i n  Payは、加盟店の皆さまに

銀行ならではの安心と、

安価な加盟店料率＊１をご提供します。

スマ ホ 決 済 を、
銀 行 が 変 える。

全国のたくさんの
銀行が参画

全国展開の銀行に加え、各地方銀行も
参画。充実のネットワークにより、利用者
も拡大中です。安価な加盟店料率＊1と合
わせ売上アップに貢献するだけでなく、
入金もスピーディー＊4で安心です。

顔が見えるから

とっても安心
お近くの取扱金融機関等にて、スタッフ
がお手続きから運用のお困りごとまできめ
細かく対応。何でもお気軽にご相談いた
だけます。

全国の銀行ネットワークを活かしながら、
安価な加盟店料率を実現。お手持ちの
スマホやタブレットを利用すれば 導 入
費用も0円。その便利さをぜひご体感くだ
さい。

＊１ 加盟店料率は各取扱金融機関等により異なります　＊2 お手持ちのスマホ、タブレット利用の場合　＊3 別途通信料が発生します　＊4 入金サイクルは各取扱金融機関等によって異なります

J - C o i n  P a y をお すすめしたい 理 由

安価な加盟店料率＊1＆

初期費用0円＊2＊3

詳しくはお近くの筑波銀行窓口までお気軽にお問い合わせください。
筑波経済月報　　2020年8月号38

挿絵：久田琳佳子（筑波大学大学院博士前期課程1年）

巨木や老木、そして桜樹が並び、水辺で縁取られた
公園。歴史あるその場所は城址である。

まちの中で自然の息吹が感じられ、瞳に映る水と緑は
眼に優しい。ざわつくまちの喧噪をよそに、まちの空気
を清浄してくれる。

城址に残る遺構は歴史的な資源として保存される。
史跡に指定されれば、より一層、文化財としての価値
を維持するために管理される。そうした前提で城址を 
みると、目の当たりにする遺構らしきものはすべて 
藩政期から残されていると錯覚することもある。

建造物や工作物は、残っているものもあれば、再建
されたものもある。土浦城址である亀城公園では櫓

やぐら

門
が藩政期から残る建造物であり、西櫓は昭和24年の 
台風被害で解体された後、保管されていた部材で平成4年
に再建され、東櫓は平成10年に復元された。

こうした経緯は案内板などで説明されている。また 
老朽化に伴う修理や震災復旧などが施されていること
も想定内である。

ところが土木的遺構はわかりにくい。石垣、土塁、濠
（水のある堀）は目の前にある姿がおよそ藩政期の姿と
思われやすい。建造物とは異なり、復元や再造がされる
イメージがわきにくい。

この亀城公園では櫓門から旧本丸に入る手前にある
通路の両側に濠がある。正確にいえば水面がある。濠の
ように見えるこの水面は近代に再造された。

維新後、旧二の丸は耕作地として利用され、濠は 
埋め立てられて整地された。その後、昭和10年に城址が
本格的に公園として整備される時、濠のあった箇所に
水面が再造されたのである。

最近では城址の再整備に伴い金沢城址や宇都宮城址
などで濠の一部が復元されている。土浦ではかなり 
早い段階で、城址に濠の水面を復活させた。全国的にも
極めて稀な例である。

目に入る城址は、維新から百五十年の履歴を経た姿
である。こうした背景や経緯を知ると、積み重ねられた
歴史の重みを感じる。

野中　勝利
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身近なまちの風景物語（25）

背後の履歴


